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浸水区域における救助活動マニュアルについて 
 

１ 浸水区域救助活動の位置づけ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※平成 18 年度マニュアル 

消防庁において「水難事故における救助活動」について検討会を実施し、検討結果をマニュ 

アルとして示した。 

 

２ 浸水区域における救助活動をマニュアル化する目的 

現行の水難救助活動マニュアルは、主に水難救助隊等専門部隊を対

象としたものである。大規模自然災害等に伴う浸水区域における救助

活動は、捜索活動も含め広範囲な活動が必要となるため、水難救助隊等

の専門部隊だけではなく、その他多くの隊員が効果的に活動する事が

求められる分野である。 

そのため、通常の水域における水難救助活動とは区分し、水難救助

の概念を踏まえたうえで活動危険レベルや活動能力により活動内容を

整理することで、専門部隊とそれ以外の隊員が効果的に連携し、安全か

つ効率的な救助活動を実施するためにマニュアルを策定するものであ

る。 

水難救助 

静水救助 

浸水区域における救助 
（専門部隊以外も活動） 

平成１８年度マニュアル 
 
 

潜水救助 水面救助 

流水救助 
（急流救助） 

水域における救助 
（水難救助隊等の専門部隊が主となる救助活動） 


